
 

                                                                                

                                                                             

                                             

 

 

 

 

 

                                      

                                                                   １ 募集目的  身延線鉄道唱歌に登場する風景等の写真・動画 

                                          ２ 募集目的  写真・動画をつなぎ、合唱と歌詞をのせた動画を作成し身延線及び地域振興に生かす。 

                                          ３ 募集期限  平成 28 年 9 月末日 

                                          ４ 写真形式  動画作成上、画像ファイルのメール送信を歓迎。 

                         携帯・スマホ写真でも OK。写真プリント送付の方には、会でスキャン後、返送する。 

            ５ 送 付 先  メールアドレス： ooiwa39@gmail.com  

                       郵送： 〒418-0013 富士宮市大岩 583-5 身延線鉄道唱歌事務局宛 

            ６ 留意事項  １）歌詞のどの部分の写真かを明記する。 

                         ２）動画に採用された場合は、謝礼を送るので、送付者の住所氏名を明記する。 

            ７ 写真扱い  送られた写真は、歌詞に即して整理し、撮影者の了解を得て「身延線鉄道唱歌の会」 

                                                 ホームページで紹介する。著作権は撮影者本人。動画に採用の場合は、動画のクレ 

                                                 ジット部分に撮影者氏名を入れる。 

                                          ８ 参  考 １）作詞者の小澤肇氏は、南部町出身、富士市在住の９１歳。山梨県自分史大賞を受賞 

                                                   したり、防衛業務推進の功績により藍綬褒章を受章したりしている。 

                                                 ２）本事業は、平成 28 年度富士宮市 NPO 等市民活動等促進事業に採択さている。 

                                                 ３）ホームページには、会の組織、歌詞推敲経緯、ボーカロイド（人造音声）による 

                                                   歌唱と、ダミー写真による動画等も掲載されている。        

                                                 ４）平成 29 年 1 月 29 日（日）午前 10 時より富士宮駅前交流センター（きらら）で、 

                                                   富士宮女声合唱団による唱歌の合唱と完成した動画のお披露目を行う。詳細は、 

                                                   会のホームページに。「身延線鉄道唱歌の会」で検索。 

                                          ９ 問い合せ  送付先に同じ。電話番号 080-7012-6024 
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←推定 20歳女声ボーカロイドの歌う身延線鉄道唱歌をお聞きください。 

歌詞は部分修正されることがあります。 


